
岡山物理コンテスト2012 問題Ｂ 解答用紙① 

第１問   
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（答）       のとき PABCは最小値         をとる。 

問３ 

 

Bと C の消費電力が等しいので、Bと C の抵抗器の抵抗値は等しい。 

X 点に対して、Y 点の電流が半分になるということは、抵抗器 Aの抵抗値と抵抗

器 Bと Cの合成抵抗値が等しくなるときである。 

抵抗器 B、Cの抵抗値をそれぞれ R とすると、抵抗器 A の抵抗値は 2Rとなる。 

よって、（抵抗値 R
A
）：（抵抗値 R

B
）＝2 : 1となる。 
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チャレンジ番号         氏名    解答例            

 

問４ 

 

図１－３の回路の右端の閉回路の関係が問 3の解答の回路と同じになる。 

またその右端の閉回路の合成抵抗は Rとなり、図１－３の中央の閉回路でも同じになる。 

よって、点Ｘを流れた電流 I
0
は、分岐点ごとに半分に分かれていく。 

 

 

（答）（Y点に流れる電流）＝      ，（Z点に流れる電流）＝          

問５ 

 

右端の閉回路から 2R の抵抗器と Rの抵抗器の合成抵抗を求めると、R になる。 

この合成を繰り返すと、全体でも合成抵抗は左端の 2Rの抵抗器を除くと R になる。 

左端の 2Rの抵抗器と合成して全体は、3R となる。 

 

 

 

（答） 3R         

問６ 

 

電流は回路の分岐点で半分になっていくので、n回繰り返すことで、 　
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岡山物理コンテスト2012 問題Ｂ 解答用紙② 

第２問   

問１ 
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問４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 

v-tグラフは下のようになります。 　
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第２問 
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岡山物理コンテスト2012 問題Ｂ 解答用紙③ 

第３問    

問１ 

(1)エネルギー保存の法則より， 
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以下の空白は，計算などに利用しなさい。 

 

第 3問 

 


